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（工学部　電気電子応用工学課程）

授業科目の名称 講義等の内容 備考

先進エネルギーナノ工学詳論 （概要）授業形態は、持続可能な社会に貢献する「グリーンイノベーショ
ン」で必須の3つの分野、すなわち、「創エネ」、「蓄エネ」、「省エネ」
の専門分野の最新トピックスを取り扱うオムニバス方式の講義である。こ
の科目では、先進エネルギーナノ工学がそこでどのように活かされている
かを理解し、身につけることを目標とする。内容は、エネルギーの3つの分
野に貢献するエネルギー創生ナノ工学、エネルギー貯蔵ナノ工学、エネル
ギー変換ナノ工学の研究最前線の教授である。

（オムニバス方式/全14回）

（6　大谷　昇/1回）（22　田中　裕久/1回）
　SiCパワー半導体が実現する省エネルギー社会及び自動車パワートレイン
の環境技術の研究最前線を紹介する

（8　小倉　鉄平/1回）
コンピュータを用いた触媒反応解析の研究最前線を紹介する

（11　金子　忠昭/1回）（14　吉田　浩之/1回）
　次世代半導体材料を社会実装するための先進モノづくり入門の研究最前
線を紹介する

（19　杉原　英治/1回）
　パワエレ回路・システム技術の研究最前線を紹介する

（20　鈴木　基寛/1回）
　放射光による磁性機能解析の研究最前線を紹介する

（27　日比野　浩樹/1回）
　2次元層状物質の成長とその物性の研究最前線を紹介する

（28　藤原　明比古/1回）
　ものづくりによるSDGs貢献の研究最前線を紹介する

オムニバス方式・
共同（一部）

（32　若林　克法/1回）
　物質・材料設計における物理・計算科学の研究最前線を紹介する

（33　大屋　正義/1回）
　液体水素の冷熱を活用した超電導機器による脱炭素化の研究最前線を紹
介する

（34　尾崎　壽紀/1回）
　超伝導材料技術がもたらす未来社会の研究最前線を紹介する

（36　細井　卓治/1回）
　半導体デバイスにおける界面制御の研究最前線を紹介する

（37　松尾　元彰/1回）
　水素エネルギー社会の研究最前線を紹介する

（38　吉川　浩史/1回）
　次世代二次電池開発最前線の研究最前線を紹介する

（39　野村　勝也/1回）
　パワーエレクトロニクスEMC設計技術の研究最前線を紹介する

別記様式第2号（その3の1）

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

発
展
科
目

専
門
教
育
科
目
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（工学部　電気電子応用工学課程）

授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第2号（その3の1）

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

他
領
域
科
目

理工のためのAI基礎 （概要）
この講義では、理工系にとって必須である人工知能の基礎を理解すること
を目的とする。具体的には、探索、推論、知識表現、機械学習、自然言語
処理、音声認識、画像処理、バーチャルリアリティ、ヒューマンインタ
フェース、ロボティクス等に関する基本的知識を学ぶ。

（オムニバス方式/全14回）

（9　 角所　考/4回）
　人工知能の基礎としての探索や推論・知識表現、機械学習の基礎となる
線形識別関数、決定木、クラスタリング、深層学習の基礎となるニューラ
ルネットワーク等について担当する。

（16　河野　恭之/3回）
　人工知能を用いた言語/非言語メディアの処理技術としての自然言語処理
や音声認識、画像処理、バーチャルリアリティ、さらにヒューマンインタ
フェース等について担当する。

（23　中後　大輔/4回）
　ロボティクスの基礎として、移動ロボットの形態と原理、内界センサと
外界センサ、駆動部の構造、モータと周辺装置、制御方策等について担当
する。

（135　岸本　直子/3回）
　ロボティクスの応用として、適応構造物、自律航法、自律制御、メタマ
テリアル等について担当する。

オムニバス方式

担当者1名を以下
のとおり変更

令和4年度以前
担当
12  川端　豪

令和5年度以降担
当
135 岸本　直子

専
門
教
育
科
目
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 4 3人 12 11 人 10 人 5 人 人 31 30 29人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 6 5 6人 人 人 人 人 6 5 6人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1 人 人 人 人 人 人 1 人

修 士 人 0 1 人 人 人 人 人 人 0 1 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1 人 10 9 人 12 11 人 10 人 5 人 人38 36 35 人

修 士 人 0 1 人 人 人 人 人 人 0 1 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

４　「基幹教員の年齢構成・学位保有状況」欄の「基幹教員」は，大学院の研究科又は研究科の専攻の場合，「専任教員」と読み替えること。

合 計

別記様式第３号（その３の１）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

准 教 授

(工学部）

講 師

助 教

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，基幹教員についてのみ作成すること。

５　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を
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○高等教育推進センター規程

2010年３月12日 

理事会承認

（設置）

第１条 関西学院大学に高等教育推進センター（以下「センター」という。）を置く。

（目的）

第２条 本センターは、教育力を強化し、教育の質を高めることにより、本学の教育の一層

の充実・発展に寄与することを目的とする。

（事業）

第３条 本センターは前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

1 本学の教育力向上に資する全学的方針の立案および活動の企画・運営

2 教職員による自律的な教育改善コミュニティー形成の支援

3 高等教育に関する政策動向等の調査・研究

4 学習支援システムを活用した教育の開発・支援

5 TA・LA等の教育・指導力向上の支援に繋がる活動の企画・運営 

6 センター紀要、資料等の発行

7 その他必要な事業

（センターの構成員）

第４条 本センターに次の教職員を置く。

1 センター長 １名

2 センター委員 ２名

3 センター教員 若干名

4 センター教育技術主事 若干名

5 事務職員 若干名

第５条 センター長はセンターを代表し、センターの事業を統轄する。

２ センター長は本学専任教員の中から、学長が任命する。

３ センター長の任期は任命した学長の在任期間とする。

第６条 センター委員は、センター長とともに、センターの運営にあたる。

２ センター委員はセンター長を補佐する。センター長に事故あるとき、又はセンター長が

欠けたとき、センター委員はその職務を代行する。

３ センター委員は本学専任教員の中からセンター長が推薦し、学長が任命する。

別紙3
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４ センター委員の任期は任命した学長の在任期間とする。 

第７条 センター教員は、本センターの目的達成に必要な職務を行う。 

２ センター教員は、センター会議が推薦した者を、大学評議会で決定する。 

（センター会議） 

第８条 本センターの円滑な運営を図るため、センター会議を置く。 

第９条 センター会議は、次の委員をもって構成する。 

1 センター長 

2 センター委員 ２名 

3 学長補佐 １名 

4 教務副機構長 

5 センター事務課長 

6 その他センター会議が推薦し、センター長が委嘱した者 若干名 

第10条 センター会議はセンター長が招集し、議長となる。 

第11条 センター会議は、次の事項を協議する。 

1 教育力向上に関する全学的方針の立案及びその方策の推進に関する事項 

2 センター予算・決算に関する事項 

3 センター諸規程に関する事項 

4 センター教員、センター研究員及び教育技術主事の人事に関する事項 

5 その他センターの事業に関する重要事項 

第12条 センター会議は、構成員の過半数の出席を持って成立する。 

第13条 センター会議の議事は、出席者の過半数を持って決する。 

（センター運営委員会） 

第14条 本センターにセンター運営委員会（以下「運営委員会」という）を置く。 

第15条 運営委員会は、次の委員をもって構成する。 

1 センター長 

2 センター委員 

3 センター教員 

4 センター教育技術主事 

5 センター事務職員 若干名 

第16条 運営委員会はセンター長が招集し、議長となる。 

第17条 運営委員会は、次の事項を企画・立案し、センター会議に提案する。 
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1 センターの運営の基本方針に関する事項 

2 事業計画に関する事項 

3 高等教育についての調査・研究に関する事項 

4 その他運営に関する必要な事項 

（大学FD部会） 

第18条 大学のFD（ファカルティ・ディベロップメント）施策について、各学部等の独自

の取組を尊重しつつ全学的方針を立案するため、センター会議のもとに常設のFD部会を

置く。 

２ 大学FD部会は、次の各号の委員をもって構成する。 

1 センター長（部会長） 

2 教務機構長補佐 １名 

3 各学部副学部長 １名 

副学部長に差し支えあるときは、学部長補佐がこれを代行する。ただし、学部長補佐が

置かれていない学部については、学部が指定する委員とする。 

4 言語教育研究センター副長 １名 

5 教職教育研究センター副長 １名 

6 共通教育センター副長 １名 

上記の第４号から第６号の副長に差し支えあるときは、各センターが指定する委員とす

る。 

7 キャリア教育プログラム室長 １名 

8 ハンズオン教育プログラム室長 

9 スポーツ科学・健康科学教育プログラム室長 

10 人権教育研究室副室長 

11 国際教育・日本語教育プログラム室副室長 

12 国連・外交関連プログラム室副室長 

上記の第７号から第12号の室長もしくは副室長に差し支えあるときは、各室が指定す

る委員とする。 

13 部会長が指名した者 若干名 

センター事務課長、教務機構事務部教務課長及び部会長が必要と認めたものは、職務上

出席する。 

３ 委員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、前項第１号から第12号に規定する
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委員の任期はその職にある期間とする。

（大学院FD部会） 

第19条 大学院のFD（ファカルティ・ディベロップメント）施策について、各研究科等の

独自の取組を尊重しつつ全学的方針を立案するため、センター会議のもとに常設の大学院

FD部会を置く。 

２ 大学院FD部会は、次の各号の委員をもって構成する。 

1 センター長（部会長）

2 教務機構長補佐 １名

3 各研究科研究科副委員長及び副研究科長 １名

研究科副委員長及び副研究科長に差し支えあるときは、研究科委員長補佐及び研究科長

補佐がこれを代行する。ただし、研究科委員長補佐及び研究科長補佐が置かれていない

研究科については、研究科が指定する委員とする。

4 国連・外交関連プログラム室副室長

国連・外交関連プログラム室副室長に差し支えあるときは、国連・外交関連プログラム

室が指定する委員とする。

5 部会長が指名した者 若干名

センター事務課長、教務機構事務部教務課長及び部会長が必要と認めたものは、職務上

出席する。

３ 委員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、前項第１号から第５号に規定する委

員の任期はその職にある期間とする。

（教育力向上企画専門部会）

第20条 本学が行う授業の内容及び方法の充実と向上を図るための施策を企画・立案する

ために、センター会議のもとに教育力向上企画専門部会を置く。

２ 教育力向上企画専門部会は、次の各号の委員をもって構成する。

1 センター長（部会長）

2 センター委員 ２名

3 学長補佐 １名

4 教務機構長補佐 １名

5 センター長が指名した者 若干名

３ 委員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、前項第１号、第２号、第３号及び第

４号の委員の任期はその職にある期間とする。
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４ 専門部会の運営に関する事項は別に定める。

（研究助成審査評価委員会）

第21条 本センターに、第３条第３号に関する研究助成の採択審査及び成果報告の評価を

行うため、研究助成審査評価委員会を置く。

２ 委員会の構成はセンター会議で決定する。

（センター紀要委員会）

第22条 本センターに、第３条第６号のセンター紀要を編集するため、センター紀要委員

会を置く。

２ 委員会の構成はセンター会議で決定する。

（センター教員及び教育技術主事の人事委員会）

第23条 本センターに、第４条第３号のセンター教員及び第４号の教育技術主事の人事の

ため、人事委員会を置く。

２ 委員会の構成はセンター会議で決定する。

（事務）

第24条 この規程に関する事務は、高等教育推進センター事務室が行う。

（規程の改廃）

第25条 この規程の改廃は、センター会議の議を経て、大学評議会で決定する。

附 則

１ この規程は、2010年（平成22年）４月１日から施行する。 

２ この規程の施行をもって、「総合教育研究室規程」及び「情報メディア教育センター規

程」を廃止する。

３ この規程は、2010年（平成22年）４月１日から改正施行する。 

４ この規程は、2012年（平成24年）４月１日から改正施行する。 

５ この規程は、2013年（平成25年）４月１日から改正施行する。 

６ この規程は、2017年（平成29年）４月１日から改正施行する。 

７ この規程は、2022年（令和４年）４月１日から改正施行する。 

８ この規程は、2023年（令和５年）４月１日から改正施行する。 
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○教務委員会規程

平成９年２月14日 

理事会承認

（目的）

第１条 教務上の事項について、全学的な連絡・調整、並びに協議、決定することを目的と

して教務機構に教務委員会（以下、「委員会」という。）を置く。

（構成）

第２条 委員会は次の各号の委員をもって構成し、委員長は教務機構長とする。ただし、教

務機構長に差し支えあるときは、教務副機構長がこれを代行する。

1 教務機構長

2 教務副機構長

3 教務機構長補佐

4 各学部副学部長（１名）

副学部長に差し支えあるときは、学部長補佐がこれを代行する。ただし、学部長補佐が

置かれていない学部については、学部が指定する委員とする。

5 言語教育研究センター副長（１名）

6 教職教育研究センター副長（１名）

7 高等教育推進センター委員（１名）

8 共通教育センター副長

9 ハンズオン教育プログラム室長

10 スポーツ科学・健康科学教育プログラム室長

11 ライティングセンター長

12 人権教育研究室副室長

13 国際教育・日本語教育プログラム室副室長

14 国連・外交関連プログラム室副室長

15 キャリア教育プログラム室長

16 委員長が指名した委員（若干名）

２ 教務機構事務部長、教務機構事務部次長、教務機構事務部課長、教務機構事務部課長補

佐、各学部事務長、神戸三田キャンパス教務・学生課長、教育学部事務課長、及び委員長

が必要と認めたものは、職務上出席する。

（任期）
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第３条 委員の任期は前条に定めるものがその職にある期間とする。

（定足数・議決数）

第４条 委員会は委員の３分の２以上の出席をもって成立し、議事は出席委員の過半数をも

って決する。

（開催）

第５条 委員会は原則として月１回開催する。ただし、委員長が必要と認めた場合、又は委

員の過半数から要求があった場合は、臨時に開催する。

（議決事項）

第６条 委員会は、次の事項を議決する。

1 全学科目（総合コース、センター等が提供する科目）の開講と担当者に関する事項

2 全学科目の非常勤講師の採用審査に関する事項

3 授業実施に関する事項

イ 学部総合コース等の全学共通基準の策定

ロ その他全学に共通する事項

4 定期・中間試験実施に関する事項

イ 全学に共通する事項

5 全学に共通する教務上の様式に関する事項

6 不測事態への対応体制に関する事項

イ 授業実施

ロ 試験実施

7 共通教育センター教員の任用に関する事項

8 教育力向上（ファカルティ・ディベロップメント）施策の全学的実施に関する事項

9 大学評議会から委任された事項

10 その他委員会が必要と認める事項 

２ 委員会が必要と認めた事項については大学評議会に報告し、承認を得る。又、委員会は

大学評議会に提案することができる。

（全学英語教育FD部会） 

第７条 英語教育に関するFD施策の全学的推進を図るため、委員会のもとに常設の全学英

語教育FD部会をおく。 

２ 本部会は、次の各号の委員をもって構成する。

1 教務機構長補佐（部会長） 
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2 言語教育研究センター副長 １名 

3 言語教育研究センター言語コーディネーター １名 

4 言語教育研究センターIEPコーディネーター 

5 各学部において英語教育を担当する教員。ただし、英語教育を担当する教員がいない

場合は学部が選出した委員 

6 委員長が指名する者 

３ 本部会の委員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

（専門部会） 

第８条 委員会は必要に応じ、専門部会をおくことができる。 

２ 専門部会は、本委員会委員、学部長補佐（又は学部選出委員）のうちから委員会におい

て選出された委員をもって構成する。ただし、委員長が必要と認めた場合は、委員会の議

を経てこれら以外から委員を選出することができる。 

３ 専門部会の委員の任期は、１年とする。 

４ 専門部会は、委員会から委任された事項について協議する。 

（事務） 

第９条 委員会に関する事務は教務機構事務部がこれを行う。 

（規程の改廃） 

第10条 この規程の改廃は、委員会の議を経て大学評議会で決定する。 

附 則 

１ この規程は、1997年（平成９年）４月１日から施行する。 

２ この規程の施行をもって、生涯学習委員会規程を廃止する。 

３ この規程は、1997年（平成９年）５月２日から改正施行する。 

４ この規程は、1999年（平成11年）４月１日から改正施行する。 

５ この規程は、1999年（平成11年）10月１日から改正施行する。 

６ この規程は、2000年（平成12年）４月１日から改正施行する。 

７ この規程は、2002年（平成14年）４月１日から改正施行する。 

８ この規程は、2002年（平成14年）８月１日から改正施行する。 

９ この規程は、2004年（平成16年）４月１日から改正施行する。 

10 この規程は、2005年（平成17年）４月１日から改正施行する。 

11 この規程は、2006年（平成18年）４月１日から改正施行する。 

12 この規程は、2007年（平成19年）４月１日から改正施行する。 
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13 この規程は、2008年（平成20年）４月１日から改正施行する。 

14 この規程は、2009年（平成21年）４月１日から改正施行する。 

15 この規程は、2010年（平成22年）７月２日から改正施行する。 

16 この規程は、2010年（平成22年）10月１日から改正施行する。 

17 この規程は、2011年（平成23年）４月１日から改正施行する。 

18 この規程は、2011年（平成23年）11月１日から改正施行する。 

19 この規程は、2012年（平成24年）４月１日から改正施行する。 

20 この規程は、2013年（平成25年）４月１日から改正施行する。 

21 この規程は、2014年（平成26年）４月１日から改正施行する。 

22 この規程は、2016年（平成28年）４月１日から改正施行する。 

23 この規程は、2017年（平成29年）４月１日から改正施行する。 

24 この規程は、2020年（令和２年）４月１日から改正施行する。 

25 この規程は、2021年（令和３年）４月１日から改正施行する。 

26 この規程は、2022年（令和４年）４月１日から改正施行する。 

27 この規程は、2023年（令和５年）４月１日から改正施行する。 
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